
１ 単項式と多項式 【ねらい】式は，項の個数に着目することで，単項式と多項式とに
分類できることを知り，項にふくまれる文字の個数による式の次数
に着目して，式を分類することができる。 

本時の役割について 

 本単元では，いくつかの文字を含む整式の四則計算ができるようになることや，文字を用いた式

で数量及び数量の関係をとらえ説明できることを理解し，文字を用いて式に表現したり式の意味を

読み取ったりする能力を養うとともに，文字を用いた式を活用することのよさを実感することをね

らいとする。本時では，整式の加法・減法や単項式の乗法・除法の計算をしていくのにあたり，単

項式，多項式の意味を確実に理解することが大切であると考える。 
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＜問題把握＞ 
(1) 式を仲間分けしました。どのように分けたでしょう。 
① 4ɑ   x2    7x2y   －2    ɑb    －3x 

 ②  ɑ2－9     x－y     x2－3x－2 
＜全体交流＞ 
・①は項が 1 つの式で，②は項が 2つ以上ある式だ。 
○「単項式」（項が 1つだけの式），「多項式」（項が 2つ以上
ある式），「定数項」（多項式の項で，文字をふくまない項）
の意味を知る。 

 
＜個人追究＞ 
○教科書の練習問題に取り組む。 
 
 
 

(2) 単項式，多項式をそれぞれさらに仲間分けをしまし
た。どのように分けたでしょうか。 
 ①単項式： 7x2y   x2   ɑb   4ɑ  －3x   －2 
 ②多項式： ɑ2－9    x2－3x－2    x－y 

 
＜個人追究・全体交流＞ 
・①は，かけ合わされている文字の個数によって分けている。 
・②は，かけ合わされている文字の個数が 2個あるものと， 
 1 個だけのものに分けている。 
○「単項式の次数」（単項式でかけ合わされている文字の個
数），「多項式の次数」（多項式の各項のうちで，次数が最も
高い項の次数），「2次式」（次数が 2の式）の意味を知る。 

 
 
 
＜個人追究＞ 
○教科書の練習問題に取り組む。 
 

１．導入の工夫 

・複数の式を提示し，仲間分けを

するときに，どのような視点で

仲間分けできるかを問うこと

で，本時の見通しをもつことが

できるようにする。 

 

２．深めの発問 

数学的用語とその意味を理解

させるための発問 

・「単項式とは何ですか。」（項が

1 つだけの式），「項が 1 つだけ

の式を何といいますか。」（単項

式）のように，両方向の問い方を

することで，用語とその意味を

着実に理解する。同様に，「単項

式の例を 1 ついいなさい。」

（4ɑb），「4ɑb は単項式ですか，

多項式ですか。」（単項式）のよう

に問うことで，用語とその意味

の定着を図る。 

・「『単項式である x2yは，文字が

ｘとｙで２種類あるので，次数

は２になります。』は間違いで

す。なぜ間違っていますか。」と

問うことで，用語とその意味の

定着を図る。 

  

式の形に着目して，式を分類しよう。 

【評価規準】〈知識・技能〉 

項の個数に着目して単項式と

多項式とに分類したり，項に

ふくまれる文字の個数による

式の次数に着目して，式を分

類したりすることができる。

知① 

項の個数や次数によって単項式，多項式を分類できる。 



２ 同類項 【ねらい】同類項の意味を知り，分配法則を使って同類項をまとめ
ることができる。 

本時の役割について 

 第１学年「文字と式」で，文字の部分が同じ項どうしは分配法則を使って 1つの項にまとめられ

ることや，定数項どうしも 1 つの項にまとめられることを学習してきている。本時では，同類項の

定義や，同類項は分配法則を使って 1 つの項にまとめられることを理解することが大切である。 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
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＜問題把握＞ 

 2 つの直方体ア，イの体積の和を求めなさい。 
 （図ア）縦 xcm，横 8cm，高さ ycmの直方体 
 （図イ）縦 xcm，横 6cm，高さ ycmの直方体 

・式は，8xy＋6xyで，14xy になると思う。 

 

 

 

＜一斉指導＞ 

・図で考えると，2 つの直方体は，縦と横の長さが等しいか

ら，ぴったりと重なる。だから，体積は 14xy になる。 

・式で考えると，「分配法則」を使って計算できるので， 

  8xy＋6xy＝(8＋6)xy＝14xy 

○「同類項」（多項式の項のなかで，同じ文字が同じ個数だけ

かけ合わされている項どうし）の意味を知る。 

次の計算をしてみよう。 
 6x2＋2x－3x2－4x 

＜個人追究・全体交流＞ 

・加法の交換法則，分配法則を使えば計算できる。 

 6x2＋2x－3x2－4x 

＝ 6x2＋3x2＋2x－4x 

 あとは同類項同士まとめるので， 

＝ (6－3)x2＋(2－4)x  

＝3x2－2x 

 

 

＜個人追究＞ 

○教科書の練習問題に取り組む。 

１．導入の工夫 
・「8xy＋6xy＝14 x2y2 ではない
か。」と問い返すことで，体積の
図を用いて説明することの必然
性がもてるようにする。 
 
 
２．深めの発問 
・図を使って，体積を求めること
について考えるための発問 
・「どうして 8xy＋6xy＝(8＋
6)xy と計算できるか。」と問うこ

とで，同類項は分配法則を使っ
て 1 つの項にまとめることが理
解できるようにする。 
 
・同類項をまとめることに気付
き，その意味を理解するための
発問 
・「どんな計算法則が使われてい
ますか。」を問い，既習である加

法の交換法則や分配法則を使え
ば，同類項をまとめられること
に気付けるようにする。 
・4𝑥2 − 8𝑥 + 6𝑦 + 3は，これ以上
計算することはできない。どう
してですか。」と問うことで，1 つ
1 つの項のなかでかけ合わされ
ている文字とその個数に十分着
目させ，同類項をまとめること
の意味を確実に理解できるよう
にする。 

  

8xy＋6xy＝14xy となる理由を明らかにしよう。 

【評価規準】〈知識・技能〉 

分配法則を使って同類項をま

とめることができる。知① 

分配法則を使って同類項を１つにまとめることができる。 



３ 多項式の加法，減法 【ねらい】多項式の加法，減法の意味を知り，その計算をすること
ができる。 

本時の役割について 
 第 1 学年では，1 つの文字をふくむ 1 次式どうしの加法，減法は学習してきている。その中で，
(4x＋5)－(2x＋3)＝4x－2x＋5－3＝2x＋2＝4x のような誤りがみられ，項の概念が十分に理解できて
いないことが要因として考えられる。本時では，2種類の文字をふくむ 2 項式どうし，3 項式どうし
の加法や減法の計算が確実にできるようにする。同時に，「xと yは一つにまとめられない」という
ように項についての理解を深めることで前述のような計算の誤りが減少することが期待できる。 
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00 
 
 
 
 
07 
 
 
 
 
 
 
20 
 
25 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
40 
 
 
 
 
50 

＜問題把握＞ 

 7x＋2yと 3x－5yの和と差をそれぞれ求めなさい。 

・和 (7x＋2y)＋(3x－5y)  ・差 (7x＋2y)－(3x－5y) 
・かっこをはずして計算できそうだ。 

 

 

＜一斉指導＞ 
・和 (7x＋2y)＋(3x－5y)  ・差 (7x＋2y)－(3x－5y) 
   分配法則を使ってかっこをはずして， 
  ＝7x＋2y＋3x－5y     ＝7x＋2y－3x＋5y 
   加法の交換法則を使って項を並びかえて， 
  ＝7x＋3x＋2y－5y     ＝7x－3x＋2y＋5y 
   分配法則を使って同類項をまとめて， 
  ＝(7＋3)x＋(2－5)y      ＝(7－3)x＋(2＋5)y 
  ＝10x－3y          ＝4x＋7y 
・筆算で考えると， 
    7x＋2y       7x＋2y       7x＋2y 
  ＋）3x－5y     －）3x－5y   → ＋）－3x＋5y   
       10x－3y                 4x＋7y 

 3x－2y－1と 5x－y＋6の和と差をそれぞれ求めなさい。 

＜個人追究・一斉指導＞ 
・和(3x－2y－1)＋(5x－y＋6)・差(3x－2y－1)－(5x－y＋6) 
 ＝3x－2y－1＋5x－y＋6      ＝3x－2y－1－5x＋y－6 
 ＝3x＋5x－2y－y－1＋6      ＝3x－5x－2y＋y－1－6 
 ＝(3＋5)x＋(－2－1)y－1＋6    ＝(3－5)x＋(－2+1)y－1－6 
 ＝8x－3y＋5        ＝－2x－y－7 
・筆算で考えると， 
 
 
 
 
 
＜個人追究＞ 
○教科書の練習問題に取り組む。 

１．導入の工夫 
・前時の学習である「分配法則を
使って同類項をまとめる」こと
を想起させ，本時の見通しをも
つことができるようにする。 
 
 
２．深めの発問 
項についての概念を理解させ 

るための発問 
・「和が 7xyとならないのはな
ぜですか。」，「差が 11xyとなら
ないのはなぜですか。」と問う
ことで，xと yは一つにまとめ
られないという項についての理
解を深められるようにする。 

 
多項式の加法，減法の計算技 

能を身に付けるための発問 
・「同類項がない場合には，そ
の場所を空けて書くとよいのは
なぜですか。」と問うことで，
同類項どうしを縦にそろえて計
算すればよいことを確認し，項
についての理解を深められるよ
うにする。 

  

多項式どうしの加法，減法を正しくできるようにしよう。 

仕方について考えよう。 

同類項に着目して，多項式の加法，減法を正確に計算でき

るようにしよう。 

【評価規準】〈知識・技能〉 

多項式の加法，減法の計算

を正しく行うことができ

る。知① 

多項式の加法を行うには，式の各項を加え，同類項をまと

めればよい。また，多項式の減俸を行うには，ひく式の各

項の符号を変えて加えればよい。 



４ 単項式と単項式との 

乗法 

【ねらい】単項式と単項式との乗法の意味を知り，その計算をする
ことができる。 

本時の役割について 

 本時では，単項式と単項式との乗法を行うには，係数の積と文字の積をそれぞれ求めて，それら

をかければよいことが分かり，累乗も含めてその計算ができるようにする。 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
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＜問題把握＞ 

長方形 ABCD（縦 3ɑ，横 4b）の面積を式で表しなさい。 

・式は，3ɑ×4b で，12ɑb になりそうだ。 
 
 
 
＜一斉指導＞ 
・図で考えると，小さい長方形の面積 ɑ×b＝ɑb が 12 個あ
るから，ɑb×12＝12ɑb になることが分かる。 

・式で考えると， 
  3ɑ×4b 
 ＝3×ɑ×4×b （×の記号を使って表す） 
 ＝3×4×ɑ×b （乗法の交換法則） 
 ＝12×ɑb   （乗法の結合法則） 
 ＝12ɑb 
○教科書の練習問題に取り組む。 

 次の計算をしなさい。 
(1)  (－7x)×9x2 
(2)  (－5x)2 
(3)  －(5x)2 
(4) －2x×(－3x)2 

＜個人追究・全体交流＞ 
(1)  (－7x)×9x2＝(－7)×x×9×x×x 
        ＝(－7)×9×x×x×x 
        ＝－63x3 
(2)  (－5x)2＝(－5x)×(－5x) 
      ＝(－5)×(－5)×x×x 
      ＝25x2 
(3)  －(5x)2＝(－1)×(5x)×(5x) 

＝(－1)×5×x×5×x 
＝－25x2 

(4) －2x×(－3x)2＝－2x×9x2 
          ＝－2×9×x×x2 
          ＝－18x3 

 

 
○教科書の練習問題に取り組む。 

１．導入の工夫 
・「どうして文字同士，数同士か
けていいのか。」と問うことで，
図で説明することの必然性がも
てるようにする。 
 
２．深めの発問 
単項式と単項式との乗法のし

くみを理解する場 
・「ɑb が 12個分というのは，図
でいうとどの部分のことをいっ
ているのかな。」と問うことで，
小さい長方形の面積 ɑbが 12個
分から 12ɑb が得られることを
確認し，それらが同値であるこ
とを視覚的に理解できるように
する。 
・「どうして，このように計算す
ることができるのか。」と問うこ
とで，乗法の交換法則や結合法
則を使って考えることで，係数
の積と文字の積をそれぞれ求め
て，それらをかければよいこと
を理解できるようにする。 
累乗の計算について理解する

場 
・「(－5x)2  と －(5x)2 のちが
いは何でしょう。」と問うこと
で，累乗について正しく理解さ
せる場をつくることで，今後も
符号によるミスなどがないよう
にする。 
 

  

3𝑎×4b＝12𝑎b の計算の仕方を明らかにして，単項式と 
単項式との乗法を正しく計算できるようにしよう。 

【評価規準】〈知識・技能〉 

単項式と単項式との乗法を

正しく行うことができる。

知① 

係数の積と文字の積をそれぞれ求めて，それらをかける。 



５ 単項式を単項式でわる

除法 

【ねらい】単項式を単項式でわる除法の意味と計算のしかたを知

り，その計算をすることができる。 

本時の役割について 
 これまでに，単項式を数でわる除法は，係数をその数でわるか，除数の逆数をかければよいこと
を学習してきている。本時では，単項式を単項式でわる除法について，式を分数の形で表して，係
数どうし，文字どうしで約分できるものがあれば約分して簡単にすればよいことや，除法を乗法に
なおして計算すればよいことに気付かせていく。  

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
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＜問題把握＞ 

12𝑎b÷3ɑの計算のしかたを考えましょう。 

＜分数の形で表す＞    ＜乗法になおす方法＞ 

12𝑎b÷3ɑ＝        12𝑎b÷3ɑ＝12𝑎b× 

                                  ＝4b 

         = 

＝4b                    

 

 

 次の計算をしなさい。 

(1)18ɑ3÷3ɑ2  (2)  2xy÷   (3)   ɑ2÷(－   ) 

＜個人追究・全体交流＞ 

＜分数の形で表す＞    ＜乗法になおす方法＞ 

 18ɑ3÷3ɑ2＝                   18ɑ3÷3ɑ2＝18ɑ3× 

     ＝6ɑ                   ＝6ɑ  

・(2)，(3)は，分数の形にすることが難しいから・・・ 

乗法になおす方法でやってみよう。 

(２) 2xy÷   ＝2xy×  (３)  ɑ2÷(－    )＝
   

ɑ2 ×  

            ＝14y                      ＝－ 

 6ɑ2 ÷  ×b を計算しなさい。 

 
 
 
 
＜個人追究＞ 
  ○教科書の練習問題に取り組む。 

１．導入の工夫 
・「これまでにわり算の計算はど
のようにしてきたかな。」と問う
ことで，分数の形や乗法の形に
して計算したことを想起できる
ようにする。 
 
 
 
 
２．深めの発問 
単項式を単項式でわる除法の
しくみを理解するための発問 
 
・「(1)を計算するには，どのよう
な方法がありましたか」と問い，
既習である「分数の形で表す」方
法と「乗法になおす」方法を確認
する。 
 
・「どの方法で計算すると，やり
やすいですか。」と問い，それぞ
れの方法のよさにふれる。 
 
 
・「どういうときに分数の形では
なく，乗法になおす方法を使う
とよいだろう。」と問うことで，
乗法になおす方法の方がよい場
合があることを実感できるよう
にする。 
 
 

  

単項式を単項式でわる除法を正しく計算するにはどのように

考えればよいだろうか。 
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【評価規準】〈思考・判断・表現〉  

単項式を単項式でわる除法

の計算の仕方を考えること

ができる。思① 

単項式を単項式でわるには，式を分数の形で表すか，乗法
に直して計算すればよい。 



６ 単項式と数との計算 【ねらい】多項式と数との乗法，除法の計算のしかたを知り，その

計算をすることができる。 

本時の役割について 
本時では，多項式と数との乗法では，分配法則を使って計算すればよいことが分かり，多項式を

数でわる除法や，多項式と数との積どうしの加法・減法，分数の形をした多項式どうしの加法・減
法の計算をできるようにする。 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
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＜問題把握＞ 

次の計算をしなさい。 
(1)  5(2x＋3y) 
(2)  (8x－20y)÷4 
(3)  3(2x－7y)－2(5x－8y) 

・分配法則を使って計算できそうだ。 

 

＜個人追究・全体交流＞ 

(1)  5(2x＋3y) 

  ＝5×2x＋5×3y （分配法則） 

    ＝10x＋15y 

(2)  (8x－20y)÷4       (8x－20y)÷4 

      分数の形で表すと，    乗法になおすと， 

  ＝
8𝑥−20𝑦

4
           ＝(8x－20y)×

1

4
 

   分配法則を使って，    分配法則を使って， 

  ＝
8𝑥

4
－

20𝑦

4
              ＝8x×

1

4
 －20y×

1

4
 

  ＝2x－5y          ＝2x－5y 

(3)  3(2x－7y)－2(5x－8y) 

      ＝6x－21y－10x＋16y （分配法則） 

      ＝6x－10x－21y＋16y （加法の交換法則） 

      ＝－4x－5y 

 
2𝑥−𝑦

3
－

𝑥−4𝑦

2
 の計算をしなさい。 

 

 

 

＜個人追究＞ 

○教科書の練習問題に取り組む。 

１．導入の工夫 
・「何か使えそうなきまりはある
か。」と問うことで，分配法則を
使って解決できそうだという見
通しをもつことができるように
する。 
 
 
 
 
２．深めの発問 

多項式と数との計算のよさを

感じ，計算技能を身に付けるた

めの発問 

・「どのように考えて計算したの

ですか。」と問い，それぞれの方

法とそのよさを交流する。 

 

・「計算の結果を比べると，どう

なりましたか。」と問い，計算の

仕方は一通りではないことや，

より早く正確にできるようにす

ることが大切であることを確認

する。 

 
 

  

多項式と数との計算の仕方を理解し，正しく計算ができるようにしよう。 

 

【評価規準】〈知識・技能〉 

多項式と数との乗法，除法

の計算を正しく行うことが

できる。知① 

単項式を数でわるには，式を分数の形で表すか，わる数を
逆数にしてかければよい。 



７ 式の値 【ねらい】２つの文字をふくむ式の値を求めることができ，式の値
を求めるには，式を簡単にしてから代入するとよい場合があること
を知ることができる。 

本時の役割について 
本時では，式の中の文字に数を代入することで，式の値を求める方法を知り，実際に値を求める

ことができるようにする。式の値を求めるとき，元の式にそのまま数を代入するよりも，式を簡単
にしてから数を代入するほうがよい場合があることがわかるようにし，より早く，正確に式の値を
求めることができるようにする。 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 

00 

 

 

 

 

 

 

 

07 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25 

 

 

 

 

40 

50 

＜問題把握＞ 

学校の廊下の壁に，次の図のように画用紙の作品を７枚

貼りたい。このとき必要となる全体の長さを求めよう。（図

は教科書Ｐ２６参照） 
・画用紙の横の長さを acm，画用紙の間を bcmとすると，全
体は 7a+6b で表すことができるな。 

・画用紙の横の長さと間の長さが分かれば全体の長さが決ま
るということだな。 

 
 
〇画用紙の横の長さを 30cm，画用紙の間を 5cmのときの全体
の長さを求める。 

＜個人追究・全体交流＞ 
・a=30，b=5 だな。7a+6b に代入すれば求められるな。 
 ７×３０+６×５＝２４０   答え ２４０㎝ 

① x＝3，y＝－2 のときの，式 5x2yの値を求めよう。 

② x＝2，y＝－5のときの，式(7x－2y)－2(3x＋y)の値を 

求めよう。 
＜個人追究・全体交流＞ 
① x＝3，y＝－2 を代入すれば求められる。 

   5x2y＝5×32×(－2)＝－90 
 ② x＝2，y＝－5を代入すれば求められる。 

(7x－2y)－2(3x＋y) 
  ＝{ 7×2－2×(－5) } －2 { 3×2＋(－5) } 
  ＝22 
 ② 式を計算してから数を代入した方が，早くて簡単だ。 
   (7x－2y)－2(3x＋y) 
    ＝7x－2y－6x－2y 
  ＝x－4y  ここで，x＝2，y＝－5 を代入して， 
  ＝22 

 

 

 

＜個人追究＞ 

○教科書の練習問題に取り組む。 

 
１．導入の工夫 
・「どうしたら全体の長さが１つ
に決まるのか。」と問うことで，
２つの未知数が決まったときに
全体が決まるという見通しをも
つことができるようにする。 
 
 
 
 
 
 
２．深めの発問 
式を簡単にしてから代入する

とよいことに気付くための発問 
・「初めの式にそのまま数を代入
する方法と，式を計算してから
数を代入する方法と比べると，
どちらが早くできそうですか。」
と問い，文字を使った式を計算
し，簡単にしてから代入した方
がよいことに気付けるようにす
る。 
 
 
 
 

  

８ たしかめよう（練習） 

式の値を早く，正確に求めよう。 

文字が複数あるときの，式の値を求める工夫について考え

よう。 式の値を正確に求めよう。 

式の値を求めるとき，初めの式にそのまま数を代入するよ
りも，式を簡単にしてから数を代入するほうが早く，正確
にできる場合がある。 

【評価規準】〈知識・技能〉 

式の値を正しく求めること

ができる。知① 



９ スタートラインを 

決めよう 

【ねらい】具体的な場面で，文字を有効に使って数量の大きさや数

量の間の関係を表すことで，数量の特徴を考察することができる。 

本時の役割について 
第 1 学年では，数量の関係や法則などを文字を用いた式で表すことを学んできている。本単元で

は，その学習をさらに深めて，文字を用いた式で数量および数量の関係をとらえ説明できることを
理解し，文字を用いて式に表現したり式の意味を読み取ったりする能力を養うことが大切である。   
そこで本時では，地球の周の長さと 1m離したロープの長さを比べたり，2 つの回転体の体積を比

べたりすることを，それぞれ文字を使った式で表し，それらの関係を考察する。 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 

00 

 

 

 

 

07 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25 

 

 

 

 

 

 

40 

 

50 

＜問題把握＞ 

 決められたレーンでトラックを１周走る競技を行うと
き，トラックの大きさによって，スタートラインをずらす
長さはどのようになるだろうか。 
・トラックの大きさを大きくすると，１周の長さが長くなり，
ずらす長さも長くなるのではないかな。 
・トラックの大きさを変えても，ずらす長さは変わらないの
ではないか。 
 
 
 
＜全体交流＞ 
第２レーンのコーナー部分の半径を，rを使って表すと， 
  r＋1(m) 
第２レーンの１周の長さから，第１レーンの１周の長さを

ひいた差を求める式は， 
 2π(r＋1)－2πr＝ 2π 
第３レーンの１周の長さから第２レーンの１周の長さを

ひいた差は，2π(r＋２)－2π(r＋1) ＝ 2π 
・これらのことから，スタートラインをずらす長さは，半径
によらないことがわかるな。 

 レーンの幅を１ｍから 1.25ｍにします。このとき，隣同
士のレーンのスタートラインは何ｍずつずらせばよいで
しょうか。 
＜個人追究・全体交流＞ 
・第２レーンの１周の長さから，第１レーンの１周の長さを
ひいた差を求める式は， 
2π(r＋1.25)－2πr＝ 2.5πずらせばよいな。 

・レーンの幅を𝑎ｍとすると， 
第１レーンの 1 周の長さは 2πr 

 第 2 レーンの 1周の長さは 2π(r＋𝑎) なので，差は， 
 2π(r＋𝑎)－2πr＝2π𝑎になるな。 
・幅を１ｍから𝑎ｍにしたら，2π𝑎になったから，ずらす長
さはレーンの幅に比例することがわかるな。 

 

１．導入の工夫 
・「スタートラインをずらす長さ
について，どのようなことが言
えるか予想してみましょう。」と
問うことで，数量関係を捉えた
り，問題の意味を理解したりで
きるようにし，本時の見通しを
もつことができるようにする。 
 
 
 
２．深めの発問 
文字を用いた式の意味を理解

し，そのよさを実感するための
発問 

 
・「最初に立てた予想と比較して
みましょう。」，「どんな大きさの
トラックでも説明するためにど
うしたらいいのかな。」と問うこ
とで，文字を用いることの必然
性や利便性を実感できるように
する。 
 
・「スタートラインをずらす長さ
はトラックの大きさによらない
ことは分かったが，ずらす長さ
が変わるのはどんなときだろう
か。」と問うことで，レーンの幅
を変えることに着目させ，幅を
文字で表せば解決できることに
気付けるようにする。 
 
 

  

文字を使って，スタートラインのずらす長さを求めよう。 

ア，イの体積はどちらがどれだけ大きいだろうか。 

文字を使って，差が変わらない理由を考えよう。 

【評価規準】〈知識・技能〉 

文字を使って，数量の大き

さや関係を表し，数量の特

徴を考える方法を理解する

ことができる。知③ 

いつでも成り立つことを証明するには，文字を用いた式
で説明するとよい。 



１０ 数の性質を調べよう① 【ねらい】文字を有効に使うことにより，数の性質を一般的に説明

することができる。 

本時の役割について 
「連続する３つの整数の和は，３の倍数になる」ことを文字を使って説明する過程には，「①連続す
る３つの整数を，最も小さい整数を n とし n ，n＋1，n＋2 と表す。②それらの和 n＋(n＋1)＋(n＋
２) を計算し，その結果 3n＋3を 3(n＋1)の形の式に変形する。③ 3(n＋1)の式を 3×(整数)とみ
て，３の倍数を表していることを読み取る。④このことから，「連続する３つの整数の和は，３の倍
数になることが分かる」という活動が含まれる。文字を用いた式で数量及び数量の関係をとらえ説
明できることを理解できるようにするためには，文字を用いた式を使って，ある命題が成り立つこ
とを説明する場面で，文字を用いて表現したり，文字を用いた式の意味を読み取ったり，計算した
りする学習が総合的に行われることが重要である。 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 

00 

 

 

 

 

 

 

 

07 
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40 

 

50 

〇３の倍数や５の倍数を文字を用いて表す 
・３の倍数は３×（整数）で表せるなあ。 
・ｎを整数とすると，３ｎで表せるな。5 の倍数は５ｎだ。 
＜問題把握＞ 

 連続する３つの整数の和が３の倍数になることを説明
しましょう。 
・数で考えると，例えば 1＋2＋3＝6，5＋6＋7＝18 のよう
に，奇数と奇数との和が偶数になっているな。 
・連続する３つの整数を，最も小さい整数を nとし n ，n＋
1，n＋2 と表せるな。 

 

＜全体交流＞ 
・連続する３つの整数を，最も小さい整数を n とし 

n ，n＋1，n＋2 と表す。 
 n＋(n＋1)＋(n＋2)＝n＋n＋1＋n＋2 
          ＝3n＋3 
          ＝3(n＋1) （分配法則） 
 n＋1は整数だから，3(n＋1)は 3 の倍数である。 
 したがって，連続する３つの整数の和が３の倍数になる。 
・３の倍数というのは，３×整数で表すことができるから，
３ｎ+３では，まだその形になっていないな。 

・３(ｎ+１)にしたときに，ｎ+１が整数であることもしっか
り説明しなければならないな。 

真ん中の数をｎとして説明しましょう。 
＜個人追究・全体交流＞ 
・連続する３つの整数を，真ん中の整数を n とし 

nー1，n ，n＋1 と表す。 
 (nー1)＋n＋(n＋1)＝nー1＋n＋n＋1＝3n 
 n は整数だから，3n は３の倍数である。 
 したがって，連続する３つの整数の和が３の倍数になる。 
・真ん中をｎとした方が変形をせずに説明できたな。 
・一番大きな数をｎにしてもできるかも。 

１．導入の工夫 
・「具体的な数で考えるとどうい
うことかな。」と問うことで，問
題の意味を理解すると共に，「い
つでもいえるのかな。」と問うこ
とで，文字を用いることの必然
性をもつことができるようにす
る。 
 
２．深めの発問 
文字を用いて表現し，その式

の意味を読み取るための発問 
 
・「なぜ 3n＋3＝3(n＋1)とした
のか。」を問い，３の倍数である
ことを言いきるためには，3×
(整数)にならなければいけない
ことを確認する。 
 
・ある数の倍数は，(ある数)×
(整数)と表されることを確認す
る。 
 
・「ｎ+１は整数といえるのはど
うしてか。」と問うことで，ｎは
整数であり，そこに整数である
１を足しているからｎ+１は整
数であるといえるようにする。 

  

文字を用いると，数の性質や数の関係を説明することができる。 

数の性質を，文字を使った式で説明しよう。 

【評価規準】〈思考・判断・表現〉 

文字を使って，数の性質を

説明しようと考えることが

できる。思② 



１１ 数の性質を調べよう② 【ねらい】文字を有効に使うことにより，数の性質を一般的に説明

することができる。 

本時の役割について 
「奇数と奇数との和が偶数である」ことを文字を使って説明する過程には，「①2 つの奇数を，整数
を表す文字 m，n を使って，2m＋1，2n＋1 と表す。②それらの和 (2m＋1)＋(2n＋1) を計算し，
その結果 2m＋2n＋2 を 2(m＋n＋1)の形の式に変形する。③ 2(m＋n＋1)の式を 2×(整数)とみて，
偶数を表していることを読み取る。④このことから，奇数と奇数との和が偶数であることが分か
る」という活動が含まれる。文字を用いた式で数量及び数量の関係をとらえ説明できることを理解
できるようにするためには，文字を用いた式を使って，ある命題が成り立つことを説明する場面
で，文字を用いて表現したり，文字を用いた式の意味を読み取ったり，計算したりする学習が総合
的に行われることが重要である。 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
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＜問題把握＞ 
 奇数と奇数との和が偶数であることを，文字を使って説
明しよう。 
・数で考えると，例えば 1＋3＝4，5＋7＝12 のように，奇数
と奇数との和が偶数になっているな。 
・偶数は 2×(整数) だから，n を整数として 2n，奇数は 2n
＋1 と表せる。 

 

 

＜全体交流＞ 
・2 つの奇数をそれぞれ 2m＋1，2n＋1と表す。 
 ただし，m，n は整数とする。 
  (2m＋1)＋(2n＋1)＝2m＋1＋2n＋1 
          ＝2m＋2n＋2 
          ＝2(m＋n＋1) （分配法則） 
 m＋n＋1は整数だから，2(m＋n＋1)は偶数である。 
 したがって，奇数と奇数との和は偶数である。 

 一の位の数が 0 でない 2けたの自然数を A，A の十の位
と一の位の数を入れかえてできる自然数を B とする。 
2 つの数 A，B の和や差はどんな数でしょうか。 
＜個人追究・全体交流＞ 
・A－B は 9 の倍数になりそうだ。 
・A の十の位の数を x，一の位の数を yとすると， 
 A＝10x＋y，B＝10y＋x と表せる。 
 ただし，x，yは 1から 9 までの整数である。 
  A－B＝(10x＋y)－(10y＋x) 
     ＝10x＋y－10y－x 
     ＝9x－9y 
     ＝9(x－y) 
 x－yは整数だから，9(x－y)は 9 の倍数である。 
 したがって，A－B は 9 の倍数である。 
・9(x－y)＝3(3x－3y)と表せるから，3 の倍数である。 
＜個人追究＞ 
○A＋Bはどんな数の倍数になるか予想し，文字を使って説明
する。 

１．導入の工夫 
・「偶数であることを説明するに
は，最終的にどのような形にな
ればいいですか。」と問うこと
で，文字を用いて説明し，最終的
に２×整数にするという見通し
をもつことができるようにす
る。 
 
 
２．深めの発問 
文字を用いて表現し，その式

の意味を読み取るための発問 
・「なぜちがう文字 m，n を使う
のか。」を問い，同じ文字の場合，
2 つの奇数が同じ数になってし
まうことを確認する。 
 
・「なぜ 2m＋2n＋2＝2(m＋n＋
1)としたのか。」を問い，偶数で
あることを言いきるためには，2
×(整数)にならなければいけな
いことを確認する。 
 
・ある数の倍数は，(ある数)×
(整数)と表されることを確認す
る。 
 
・「3 の倍数であるともいえるが
それはなぜだろうか。」を問い，
文字を用いて表現したり，その
式の意味を読み取ったりするこ
とで，数の性質を一般的に説明
できるようにする。 
 

  

数の性質を，文字を使った式で説明しよう。 

2 つの奇数の和がいつでも偶数になることを，文字を使

って説明しよう。 

【評価規準】〈思考・判断・表現〉 

文字を使って，数の性質を

説明しようと考えることが

できる。思③ 



１２ 等式の変形 【ねらい】等式を変形することの意味を理解し，目的に応じて変形

することができる。 

本時の役割について 
 式の変形は，「①数や図形の性質が成り立つことを説明するときに，数量を表す式を目的に応じて
きまりに従って変形すること，②関係を表す式を，等式の性質を用いて目的にあうように同値変形
すること」の 2 つに分けて考えることができる。つまり，等式の変形は，いろいろな場面で活用さ
れるため，本時で扱う三角形の面積の公式から底辺の長さを求める公式に書き換える程度のこと
は，自由に行えるようにしておく必要がある。本時では，等式を変形することの意味を理解し，等
式の性質を用いて 2つや 3つの変数の関係を，目的に合うように，1 つの文字について解けるよう
にする。 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 

00 

 

 

 

 

 

07 

 

 

 

 

 

 

 

25 

 

 

 

40 

 

 

 

50 

＜問題把握＞ 

 気温は，地上からおよそ 10km までの上空では，高さが
1km 高くなるごとに 6℃ずつ下がる。地上の気温が+20℃
のとき，上空 xkmの地点の気温を y℃とすると，xと yの
関係は，式 y＝20－6x で表される。 
・上空 3kmの地点の気温は，x＝3 を代入して， 
y＝20－6×(3)＝2 (℃) 
・ある地点の気温から高さを求める時に便利な式にしよう。 
・「等式の性質」を使えば，式を変形することができる。 

 

＜全体交流＞ 

  y＝20－6x 

  6x＝20－y   （－6x，yを移項する） 

  x＝          （両辺を 6 でわる） 

・ある地点の気温が－4℃のとき，その地点の高さは，y＝－
4 を代入して， 4 (km) 

〇「x について解く」の意味を知る。 
 三角形の底辺の長さを 𝑎 cm，高さを h cm とすると，
その面積 Scm2は，式 S＝   𝑎 h で表せる。底辺の長さを
求めるのに便利な式に変形しよう。 

＜個人追究・全体交流＞ 

 S＝  𝑎h を 𝑎 について解くと， 𝑎h＝S（両辺を入れかえる） 

𝑎h＝2S  （両辺に 2 をかける） 

 𝑎＝   …① （両辺を h でわる）※以下教科書参考 

１．導入の工夫 
・「上空の気温を求めるために適
している式はどんな式かな。」と
問うことで，式変形の必然性を
もつことができるようにする。 
２．深めの発問 
等式を変形することの意味を理

解し，解く技能を身に付けるための
発問 
・「ある地点の気温が分かってい
るとき，その地点の高さを求め
るのに便利な式にできないか」
を問い，等式を変形することの
目的意識がもてるようにする。 
 
・「ある地点の気温が－4℃のと
きその地点の高さは何 km か」
と問い，目的に合わせて変形し
た式を使えば求められることを
実感できるようにする。 
 
・「これは，何を求める式ができ
ましたか」を問い，目的に合わせ
て等式を変形したことを確認す
る。 
・「この式を使って，面積が
15cm2，高さが 5cm のときの底
辺の長さを求めなさい」を投げ
かけ，求めた式を使って代入す
れば簡単に求められることのよ
さが実感できるようにする。 

  

13 １章をふり返ろう 
 

等式の性質を使って，等式を目的に合わせて変形しよう。 
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等式の性質を使って，ある文字について解くことで，目的
に応じて便利なように式を変形することができ，式を変
形させれば，簡単に答え（値）が求められる。 

【評価規準】〈知識・技能〉 

目的に合うように，等式を正

しく変形することができる。
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